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＜文化・スポーツ・魅力発信、「あいち観光元年」＞ 

３２ 世界的なスポーツ大会の招致・開催に対する支援に

ついて

（内閣官房、総務省、文部科学省）

（背景）

○ 国際スポーツ大会の開催には、スポーツの普及はもとよりスポーツを

通じた青少年の健全育成や国際交流の拡大、地域情報の発信など地域振

興に幅広い効果がある。また、こうした効果は、開催地のみならず広く

全国に及ぶため、国としてもしっかりと支援すべきと考えている。 

○ ２０２０年のフットサルワールドカップは、(公財)日本サッカー協会

が、平成２８年５月に日本・愛知を開催地として立候補し、８月には「招

致及び開催に関する最終書類」をＦＩＦＡに提出しており、現在、

ＦＩＦＡにおいて審査が行われているところである。 

招致実現に向けては、開催資金の確保、大会の開催機運の醸成などに

ついて、国による積極的な支援が必要である。 

○ ラグビーワールドカップ２０１９は、海外から４０万人の観戦客が訪

れ、日本各地に長期滞在すると見込まれるなど、その効果は開催都市に

限らず全国に及ぶ。このため、オールジャパンで開催機運を盛り上げ、

大会を成功させることが求められるが、開催都市には開催都市分担金の

負担のほか、スタジアム改修等が必要であることから、国による積極的

な支援が必要である。 

○ 東京２０２０オリンピック・パラリンピック競技大会の開催について

は、開催のインパクトを全国に波及させ、日本全体で盛り上げるため、

各自治体が合宿誘致や賞品等への各地の産品の活用に向けて取り組ん

でいる。 

【内容】 
(1) ＦＩＦＡフットサルワールドカップ２０２０の日本・愛知で
の開催を目指し、公益財団法人日本サッカー協会と愛知県が
連携して行う招致活動や開催準備に対し支援すること。 

(2) ラグビーワールドカップ２０１９の成功に向け、開催機運の
盛り上げや開催自治体の負担に対し支援すること。 

(3) 東京２０２０オリンピック・パラリンピック競技大会の開催
効果が地方に十分波及するよう、合宿誘致、地方の産品の活
用・ＰＲに対し支援すること。また、聖火リレーなど同大会
に関わる事業について、自治体が過大な負担を負わないよう、
国において必要な財源を確保すること。 
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  このうち、産品の活用及びＰＲについては、組織委員会の判断による

ところが大きいため、国から組織委員会に対し、支援を働きかける必要

がある。 

  また、合宿誘致にあたっては、海外チームへの情報提供や施設の改修

などについて、国による積極的な支援が必要である。 

  さらに、オリンピック聖火リレーについては、日本全国が大会に参加

し、国内の開催機運を盛り上げる効果がある一方、準備・運営にあたっ

ては、関連自治体が財政的・人的な負担を負うことになるため、国によ

る積極的な支援が必要である。

（ 参  考 ）  

◇ＦＩＦＡフットサルワールドカップ２０２０の概要 

１ 主催：国際サッカー連盟（ＦＩＦＡ) 

２ 開催予定時期・期間：２０２０年９月１２日～１０月４日（２３日間）

３ 会場数：３～６会場（愛知県内） 

４ 参加国・地域：２４か国・地域 

５ 試合数：５２試合 

◇ラグビーワールドカップ２０１９の概要 

１ 主催：ワールドラグビー（Ｗｏｒｌｄ ｒｕｇｂｙ) 

２ 開催時期・期間：２０１９年９月２０日～１１月２日（４４日間） 

３ 開催都市：愛知県・豊田市、札幌市、岩手県・釜石市、埼玉県・熊谷市、東京都、

神奈川県・横浜市、静岡県、大阪府・東大阪市、神戸市、 

福岡県・福岡市、熊本県・熊本市、大分県（計１２都市） 

４ 参加チーム：２０か国・地域 

５ 試合数：４８試合 

◇愛知県における東京２０２０オリンピック・パラリンピック競技大会に係る取組

１ 合宿の誘致 

・市町と共に以下の取組により誘致活動を実施 

競技団体・日本オリンピック委員会等へのＰＲ、キャンプ候補地ＰＲ

冊子の作成、競技団体等の視察時の通訳や視察バスの手配 等 

２ 産品の活用 

・ビクトリーブーケに渥美菊（スプレーマムなど）を提案（田原市） 

３ オリンピック聖火リレー実行委員会（平成３０年７月に設置予定）

・役割：聖火リレーの準備・実施等（県内のルート選定、ランナー募集・

選考、沿道・会場整理など）

・大会組織委が示しているスケジュール：

  平成３０年：ルート検討

  平成３１年：ランナー選定

  平成３２年：聖火リレー実施


